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問１．【自律神経について】下欄から適語を選びなさい 

(1) 自律神経系は（ ① ）に位置付けられ、闘争や恐怖等緊張状態の時に優位に働く（ ② ）

と食事や休息等の安息状態の時に優位に働く（ ③ ）がバランスを取りながら、不随意に身体の器官を調節

している。 

(2) 闘争や恐怖等緊張状態では、心機能亢進、末梢血管収縮、血糖上昇、消化管運動低下、気管支拡張、排尿抑

制、瞳孔拡大、（ ④ ）が起きる。これは、神経伝達物質が（ ⑤ ）受容体に作用することによる。ただ

し、（④）を司る受容体はコリン受容体である。 

(3) 食事や休息等の安息状態では、心機能抑制、末梢血管拡張、血糖降下、消化管運動亢進、気管支収縮、排尿

促進、瞳孔収縮、（ ⑥ ）が起きる。これは、神経伝達物質が（ ⑦ ）受容体に作用することによる。 

 

問２．【自律神経に働く薬と使用上の注意】下欄から適語を選びなさい 

（ ① ）的副作用は、発症予測が可能な場合が多いため、服用（使用）前の注意として重要である。自律神

経系に作用する成分を含有する OTC医薬品の「使用上の注意」には、（①）が数多く反映されている。 

(1) メチルエフェドリンや（ ② ）などのアドレナリン作動成分配合剤には、「糖尿病、（ ③ ）機能障害、

心臓病、高血圧」の診断を受けた人について、「相談すること」に記載がある。 

(2) ベラドンナアルカロイド類、ロートエキス、ダツラエキス、（ ④ ）などの抗コリン成分配合剤（副交感神

経遮断剤）には、「服用後、乗物又は機械類の運転操作をしないこと(異常なまぶしさ等の症状があらわれるこ

とがある)」が「してはいけないこと」に、「排尿困難」の症状のある人、「（ ⑤ ）、緑内障」の診断を受け

た人、「口のかわき、（ ⑥ ）、目のかすみ」の症状の持続又は増強が見られた場合について、「相談すること」

に記載がある。 

(3)（ ⑦ ）などの第一世代の抗ヒスタミン成分配合剤には抗コリン作用があり、「排尿困難」の症状のある人、

「緑内障」の診断を受けた人について、「相談すること」に記載がある。また、脳内に移行しやすく、脳内の

ヒスタミン受容体にも蓋をしてしまう。ヒスタミンは脳内において（ ⑧ ）に関与しているため、「服用後、

乗物又は機械類の運転操作をしないでください（眠気があらわれることがあります。）」、「相談すること」に

「口のかわき、眠気」の症状の持続又は増強が見られた場合について記載がある。 

 

問３．【鏡像異性体について】下欄から最適語を選びなさい 

鏡像異性体とは、分子構造が鏡像関係になっている１対

の物質で、「ｄ-」と「ｌ
エル

-」を付して区別されるが、「dl-」

又は特に記載が無い場合は等量混合物のラセミ体である。 

右下の表は、承認基準における（ ① ）の１日最大分

量である。表の意味するところは、（ ② ）ということである。 

このように、鏡像異性体は人体に対する作用が異なり、（ ③ ）は、

主作用の無い鏡像異性体に催奇形性があり、大きな社会問題になった。 
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Ａ．中枢神経系 Ｂ．末梢神経系 Ｃ．知覚神経系 Ｄ．交感神経系 Ｅ．副交感神経系 Ｆ．アドレナリン 

Ｇ．コリン Ｈ．アルドステロン Ⅰ．ドパミン Ｊ．腺分泌亢進（唾液・胃液・鼻汁など） Ｋ．発汗亢進 

Ａ．ヨウ化イソプロパミド  Ｂ．フェニレフリン  Ｃ．チキジウム  Ｄ．クロルフェニラミン  Ｅ．コデイン   

Ｆ．心臓病  Ｇ．便秘  Ｈ．甲状腺 Ｉ．副甲状腺 Ｊ．覚醒  Ｋ．睡眠  Ｌ．薬理学  Ｍ．免疫学 

１日最大分量 ラセミ体 ｄ体(左) 

鼻炎用内服薬、鎮

咳去痰薬、鎮暈薬 

12 mg 

(4 mg) 

6 mg 

(2 mg) 

かぜ薬 7.5 mg 3.5 mg 

鎮咳去痰薬、鎮暈薬の１回当りの最大分量

が設定されており、（ ）で示した。 

Ａ．クロルフェニラミン Ｂ．メチルエフェドリン  Ｃ．セチリジン  

Ｄ．キノホルム  Ｅ．サリドマイド   Ｆ．ｌ体はｄ体の作用を弱める 

Ｇ．ｌ体には主作用が無い  Ｈ．ｄ体の作用はラセミ体の２倍強い 

ｄ体   l体 


